
Japan Advanced Institute of Science and Technology

JAIST Repository
https://dspace.jaist.ac.jp/

Title

科学技術振興による経済・社会・国民生活への寄与の

定性的評価・分析((ホットイシュー) 科学技術政策の

歩み (2), 第20回年次学術大会講演要旨集II)

Author(s) 横田, 慎二; 伊神, 正貫; 桑原, 輝隆

Citation 年次学術大会講演要旨集, 20: 589-592

Issue Date 2005-10-22

Type Conference Paper

Text version publisher

URL http://hdl.handle.net/10119/6144

Rights

本著作物は研究・技術計画学会の許可のもとに掲載す

るものです。This material is posted here with

permission of the Japan Society for Science

Policy and Research Management.

Description 一般論文



2C08 科学技術振興による 経済・社会・ 国民生活への 寄与の 

定性的評価・ 分析 

0 横田慎二， 伊 神工 貫 ，桑原糖 隆 ( 文科 省 ・科学技術政策研 ) 

1 . はじめに 

科学技術基本計画の 下で戦略的な 科学技術振興が 図られるよ う になり 10 年近 
くが経過した。 この間、 様々な取り組みの 成果として生まれた 技術が、 経済や社 
会 、 国民生活にもたらした 具体的なインパクトはどのようなものであ ろうか。 ま 

た 、 そのインパクトが 実現する過程における、 研究開発 ( 産学官の ) に対する 会 

的な関与、 寄与はどうであ り、 何が効果的な 取り組みであ ったのか。 こうしたこ 
とを知ることは、 科学技術基本計画下で 進んできた、 これまでの取り 組みを点検 
することになり、 ひいては今後の 科学技術振興における 公的研究開発・ 支援のあ 
り方を検討する 際に役立つ資料となるだろう。 
現在、 第 3 期科学技術基本計画 (2006 年度～ ) 策定に向けて 検討が進んでいる。 

科学技術政策研究所では、 上記の問題意識の 下、 第 3 期基本計画の 検討に対して 
有用な資料を 提供することを 目的として、 平成 15 年度～ 16 年度にわたり 「科学 

技術振興による 経済・社会・ 国民生活への 寄与の定性的評価・ 分析」 ( 科学技術 
振興調整 費 調査「基本計画の 達成効果の評価のための 調査」の一環 ) に取り組ん 
だ。 本論では、 こうした調査研究の 概要について 述べ、 科学技術振興のアウトカ 
ム 評価についての 議論に供することとしたり。 

2 . 調査研究の方法 
科学技術振興は、 長期間にわたる 研究開発投資や 市場開拓への 条件整備等々、 

多様な施策で 構成される。 このため一つの 技術が実現し、 インパクトをもたらす 
までにはいく っ もの施策が複雑に 関係していると 想、 像できる。 そこで施策を 追跡 
していくのではなく、 インパクトをもたらした ( つ つあ る ) 個別の技術に 着目し、 
そのインパクトの 内容を把握し、 さらにそのインパクトの 実現の過程を 辿ってい 
くことで、 公的研究開発・ 支援が果たした 役割を検証することを 目指した。 

なお、 調査研究はインパクト 調査検討会 ( 座長 榊原 清 別教授 慶鷹 義塾大学 ) 
の指導、 助言を得た。 

( 1 ) 技術の抽出 

対象とすべき 技術は 32 例を選定した。 その手順は 2 段階に分けて 行なった。 
まず、 技術予測調査 ( 過去 35 年余り継続し、 多数の専門家が 評価した実現時 

期、 重要度などの 情報を持った 膨大な技術がデータベース 化 ) の結果を起点に 、 
第 2 期科学技術基本計画で 定められた重点化及びそれに 準じる 8 分野 ( ライフサ 
イェンス、 情報通信、 環境、 ナノテクノロジー・ 材料、 エネルギー、 製造技術、 

社会基盤、 フロンティア ) に分類した技術 9 0 0 余を抽出。 この技術を専門家へ 
の聞き取り、 1 次アンケート 調査 ( 対象 : 研究者・技術者約 2400 名 ) により、 
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インパクトの 大きさを主眼としてふるいにかけ、 さらに重要な 技術が漏れのない 

よう再度、 有識者へ聞き 取りするなどで 補強し、 310 技術を抽出した。 

次に、 310 技術について 研究者、 企業の企画、 市場開発部門担当を 含む専門家 
を対象に 2 次アンケート 調査 ( 対象 : 約 2200 名 ) を行った。 この結果について 

インパクトの 大きさ、 公的な寄与の 状況、 追跡に必要な 情報の多寡などから 吟味 

し、 8 分野の各々について、 「過去 10 年程度の間に 実現し、 大きなインパクトを 

既にもたらしている 技術」 を各分野で 2 つ、 「今後 10 年程度の間には 実現し、 大 

きなインパクトをもたらすと 考えられる技術」を 各分野 2 つ抽出し、 合わせて 32 
の 技術を事例分析の 対象とした ( 図表 1 )0 

図表「 抽出された技術 

分野 実現技術 

肺がんの早期発見に 有効なへリカル c,T 技術   

とその応用 ( 善所やテーラメイド 応援 ひ 

朱実現技術 

""""" 。 "" 。 。 細億 。 "" Ⅰ 器 """ 。 """" 。 " 。 ち "" 

迂 佳子操作による 耐寒・ 耐乾 ・ 耐縞 佳作物の作田技術 

高波 算 速度の並列コンビュー タ 
情報通信 

lTS( カーナビバーション、 VICS 、 ETC 、 交通管理など ) 
オゾン居を破壊せず 地球 浬睡ィヒ - の影 丑を考慮した 

瞭 %  フロン・ 市内分泌かく ノ ヘロン代替品， 乱物質の人体、 造 ・ 利几 ] 生体への 形岳 解明技術 

垂 @@ 気音 己緑 技術 (, 、 一 ドディスクドライプ 用 ) 

ユピキ タス・ネットワーク 

廃棄物処理用ガス 化 溶憩炉 及 び灰溶憩炉 技術 

二酸化炭素の 分離・回収・ 隔離技術 

カー ポンナノチューブ・デバイス 技術 

  ナノテクノロジー 材料   リチウム 億 池の高田鹿 ィ レ高寿命化技術 光触媒材料 " 温 """ 材 " 
住宅用大曲先発伝システム 水素吸 臆 合金 

エネルギー 

天然ガス等からの 液体燃料製造・ 利用技術 (GTL 、 DM 礒 燃料盆池自動車 

  製造 
廃 日功 車 及 び 廃家屯の適正処理技術 マイクロリアクタによる 革新的化学品製造技術 

レーザを利用した 加工技術 多目的 君 まや 身暉 者（の機能補助を 行 う コポット ( 福祉 ロ ポット ) 

局地的な気 集 予測技術 地接 検知全国ネットワークによる 地文 動 到達前防災システム 

社会基盤 
他屋 劫 による構造物等の 挙 勒 、 互 ミュレーション 技術 % 分解性物質等を 含む排水の商効率生物処理システム 

人工衛星によるリモートセンシンバ 技術 ( データの解析・ 利用技術 )  海底からの石油の 経済的採取技術 
フロンテイア 

高性能放射光発生技術 革 天頂衛星システム   

( 2 ) 事例分析 

32 の事例分析は、 2 次アンケート 調査で収集された 技術実現へいたる 情報を手 

がかりに、 当該技術に関係する 産学官のプロジェクト や 、 行政などの関係者 ヘイ 

ンタビューを 実施して、 さらにそこで 得られた情報を 基に追跡インタビューを 繰 
り返した。 こうした手法により、 技術のもたらした ( もしくは、 今後もたらすと 
考えられる ) インパクト及びインパクトの 実現過程を詳細に 把握し、 各過程にお 
ける公的な研究開発・ 支援の位置づけを 明らかにした。 

3 . 事例分析の例 
32 事例は、 以下にその例として 示す「光触媒材料技術」のように 技術の概要 ( 発 

展過程 八 インパクトの 内容、 公的な関与の 内容などについて 分析を行った。 

事例 : 光触媒材料技術 

光触媒技術は、 当初 1960 年代末、 水素製造技術として 期待されて研究が 行わ 
ね 、 初期の技術発展の 過程では大学や 公的研究機関における 学術研究が中心であ 

った 。 水素製造技術としては 成功しなかったが、 その後、 1980 年に有機物分解 
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性 が発見され、 薄膜化技術の 進展で、 セルフクリーニンバタイルや 空気浄化等に 
応用されるよ う になり、 経済・社会・ 国民生活への 大きなインパクトを 実現した。 

この発展過程では、 大学での基礎的な 研究成果が技術シーズとなり、 その後、 

産学連携による 原理解明等が 技術の発展過程に 継続的に寄与し、 技術の発展が 基 

礎 研究をさらに 発展させるという 経過を辿った。 
図表 2 光触媒材料技術の 発展と公的支援 

公的研究開発 
・麦田主要 ) 一掬 

光 クリーン 技 伍を用いた 宙 エネ み化 システム 目弗 
[1 棚 -' 伽 ] 

4 . まとめ 

図表 3 に科学技術の 進展とインパクト 実現に対する 公的研究開発・ 支援の寄与 
の 構造の概略を 示し、 以下に公的な 研究開発・支援が 技術のインパクト 実現に貢 
敵 するための留意点を 示す。 

( 1 ) 公的部門の役割の 重要性 

技術の性格に 応じて公的研究開発・ 支援の関与の 仕方は異なる。 最終的なイン 
パクト実現までの 過程で、 公的部門は多様な 役割を果たしている。 科学技術振興 
による経済・ 社会・国民生活へのインパクトをより 一層拡大させるには、 今後さ 
らなる公的研究開発・ 支援の充実を 要する。 
( 2 ) 基礎研究の重要性 

技術がインパクトを 実現する過程には 多様な道筋があ るが、 その基盤として 厚 

みのあ る基礎研究が 不可欠であ る。 具体的には基礎研究の 多様性の確保及び 継続 
的な実施が求められる。 基礎研究は、 発明・発見を 通じた技術シーズの 提供、 原 

理の解明に 2 6 民間における 技術開発の進展、 基礎研究を通じた 人材の厚みの 形 

成などを通じて、 インパクトの 実現に寄与する   
( 3 ) 「出口」 までの 「道筋」 の考慮 

「出口」 ( 経済、 社会、 国民生活へのインパクト ) までの「道筋」 を想定し、 
研究開発と並行してインパクト 実現に必要な 環境を整備することが 重要であ る   

インパクトを 実現する上で 律速 要因が何であ るかのシステム 分析を随時行って 
いくことも必要であ る。 また、 技術の進展及び 社会環境等の 変化がともに 激しい 
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ことを踏まえて、 柔軟性のあ る公的研究開発・ 支援が求められる   

( 4 ) 調達や研究基盤整備などの 重要性 

技術のインパクト 実現までの過程においては、 研究開発への 直接的な寄与のみ 
でなく、 調達や研究基盤整備といった 間接的な寄与も 公的部門の役割として 重要 
であ る。 特に、 調達に関しては 技術を政府が 積極的に導入することで 一定量の市 
場を確保し、 民間における 継続的な技術開発を 可能とするという 点で、 技術の イ 

ンパクト実現において 大きな寄与があ る。 

図表 3 公的研究開発・ 支援の位置付け         
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研究開発への 投 黄などによる 直接的な寄与 庄 それぞれの曲Ⅰは イ ン ， ・ ク ・文車上Ⅰの ィ ，一印 打     

  

0 大学や公的研究 援関 における基礎研究の 継続， 蓄漬 
0 大学や公的研究機関での 現象・原理の 発見 
の 大学や公的研究 ね 問での技術の 発明 

①基礎研究に 閏 する公的研究開発 " 支援③基盤技術や 0 研究開発 研究施設の接 " 支援 備 技術インフラに 0 デ イ壷備 " デ 出する公的 イベづ 窩 集   
0 楳 造化の支援、 策定 。 基盤技術の開発 
0 評価試技・安全性評価の 実施 。 評価 / ステムの 構朱   

②技術の発展・ 流れに合わせた 公的研究   

④政策連携によるインパクト 0 規制の 4 人。 規制緩和 実現の促進     
0 何達 による 市 篆の確保 

0 実証試技一の 安全提供 0 補助金による 初期 市 弗の形成   
  

  

く 、 調達や研究基盤整備など 間接的な寄与 ( ③ 、 ④ ) も公的部門の 役割としては 重要であ る。 
①～④は単発的に 実施されるのではなく、 「出口」 ( 経済、 社会、 国民生活へのインパクト ) ま 

での「道筋」 を想定し、 公的研究開発・ 支援を効率よく 実施する必要があ る。 
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